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Ｇ
Ｗ
の
空
港
の
混
雑
の
様
子
は
今
年
も
変
わ
ら

ぬ
光
景
だ
っ
た
。
成
田
、
羽
田
に
着
い
て
「
お
疲

れ
さ
ま
」
と
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る

家
族
や
グ
ル
ー
プ
。
だ
が
、
多
摩
地
域
を
は
じ
め

首
都
圏
西
北
部
の
住
民
に
と
っ
て
自
宅
へ
の
道
は

そ
れ
か
ら
が
長
い
。
交
通
機
能
の
中
核
を
な
す
空

港
。
約
１
５
０
０
万
人
が
暮
ら
す
同
地
域
に
空
港

を
造
る
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。　
（
岡
村
信
良
）

青
梅
青
年
会
議
所
の
提
案
と
活
動

西
多
摩
の
空
に
夢
を
飛
ば
す

　

１
９
８
８
年
、
青
梅
青

年
会
議
所
が
主
催
し
た
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

語
ら
れ
た
の
が
、
青
梅
市

の
長
淵
丘
陵
に
西
多
摩
コ

ミ
ュ
ー
タ
空
港
を
建
設
す

る
構
想
だ
。
時
は
バ
ブ
ル

経
済
の
只
中
、
半
ば
夢
を

語
っ
た
も
の
だ
が
、
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
話
は
聴
衆

の
心
を
奪
っ
た
。

　

構
想
は
、
現
在
の
明
星

大
学
跡
地
が
あ
る
長
淵
丘

陵
を
都
市
基
盤
整
備
の
重

要
拠
点
と
位
置
づ
け
、
全

国
主
要
都
市
や
国
際
空
港

と
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ー
タ
空
港

を
整
備
す
る
と
い
う
も

の
。

　

Ｙ
Ｓ
11
型
機
の
離
発
着

を
想
定
し
、
滑
走
路
は
長

さ
２
０
０
０
㍍
、幅
50
㍍
。

格
納
庫
や
管
制
塔
、
ロ
ビ

ー
な
ど
の
建
造
物
を
含
め

て
広
さ
は
35
㌶
。
こ
れ
に

総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
を
加
え
る
と
50
㌶

の
規
模
に
な
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

　

■

　

時
代
は
下
り
、
石
原
都

知
事
は
１
期
目
に
米
軍
横

田
飛
行
場
を
民
間
航
空
機

に
も
開
放
す
る
「
軍
民
共

用
化
」
を
打
ち
出
し
た
。

再
選
を
目
指
す
２
０
０
３

年
の
都
知
事
選
で
は
「
軍

民
共
用
化
」
を
公
約
に
掲

げ
た
。
前
年
10
月
に
は
訪

米
、
米
政
府
高
官
や
要
人

と
面
談
。「
横
田
基
地
の

軍
民
共
用
化
に
つ
い
て
、

非
常
に
重
要
だ
と
認
識
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

記
者
会
見
し
た
。
高
い
壁

に
阻
ま
れ
、
そ
の
後
の
大

き
な
進
展
は
な
か
っ
た

が
、
成
田
、
羽
田
に
次
ぐ

首
都
圏
の
第
３
空
港
の
必

要
性
を
知
ら
し
め
た
功
績

は
大
き
い
。

　

同
青
年
会
議
所
は
こ
の

軍
民
共
用
化
の
提
案
に

呼
応
す
る
か
の
よ
う
に

２
０
０
４
年
、
定
例
会
で

「
多
摩
空
港
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
都
市
型
空
港

研
究
会
会
長
の
鈴
木
孝

案
し
た
」
と
し
、「
都
市

型
空
港
は
世
界
に
類
を
見

な
い
立
体
構
造
を
計
画
し

た
。
多
摩
川
の
上
に
高
さ

１
０
０
㍍
３
層
建
て
の
構

造
物
を
建
設
し
、
最
上
階

に
長
さ
３
２
０
０
㍍
の
滑

走
路
２
本
を
設
置
す
る
。

立
体
構
造
の
た
め
使
用
面

積
は
少
な
く
て
済
み
、
Ｉ

Ｔ
な
ど
先
端
情
報
管
理
の

仕
組
み
も
取
り
入
れ
や
す

い
」
と
説
明
し
た
。

　

併
せ
て
「
首
都
圏
西
北

部
に
空
港
を
建
設
す
る
効

果
は
計
り
知
れ
な
い
」
と

し
、「
災
害
が
起
き
た
際
、

羽
田
は
海
の
上
、
成
田
は

遠
い
。
多
摩
に
空
港
が
あ

れ
ば
災
害
時
の
都
心
を
多

摩
が
救
う
こ
と
に
な
る
」

と
意
義
を
強
調
し
た
。

　

当
時
、
同
青
年
会
議
所

の
理
事
長
だ
っ
た
フ
ォ
ル

モ
ン
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
社
長
の
望
月
武
治
さ
ん

は
こ
う
述
懐
す
る
。

　
「
石
原
都
知
事
の
１
期

目
に
青
年
会
議
所
東
京
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催
の
講

演
会
で
講
師
を
務
め
て
も

ら
っ
た
。
軍
民
共
用
化
の

話
を
聞
き
、
多
く
の
会
員

が
実
現
で
き
れ
ば
す
ご
い

こ
と
だ
と
の
思
い
を
強
く

し
た
。
西
多

摩
に
と
っ
て

都
心
や
全
国

主
要
都
市
と

つ
な
が
る
公

共
交
通
の
充

実
は
大
き
な

課
題
だ
っ

た
。
私
自
身

ま
ち
づ
く
り

に
は
夢
が
必

要
だ
と
思
っ

て
き
た
の

で
、
青
年
会

議
所
東
京

ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
の
会
長

を
務
め
た

２
０
０
６
年

ま
で
軍
民
共

用
化
が
前
進

で
き
る
よ
う

声
を
挙
げ
さ

昌
氏
。
同
氏
は

「
２
０
０
０
年
９

月
に
国
交
省
が
首

都
圏
第
３
空
港
調

査
検
討
会
を
設

け
、
候
補
地
に
つ

い
て
提
案
募
集
し

た
の
に
対
し
、
私

た
ち
の
研
究
会
は

多
摩
空
港
を
提2004 年に青梅青年会議所の理事長を務

めた望月さんは「まちづくりには夢、理
想が必要」と強く思う

構想描いた丘陵に日本航空学園大学校

せ
て
も
ら
っ
た
」

　

■

　

西
多
摩
コ
ミ
ュ
ー
タ
空

港
が
語
ら
れ
た
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
４
年

後
の
１
９
９
２
年
、
長
淵

丘
陵
に
は
明
星
大
学
青
梅

キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
学
し

た
。
丘
陵
に
集
う
学
生
た

ち
の
姿
は
青
梅
の
ま
ち
に

活
気
を
与
え
た
が
、
同
大

学
の
学
部
学
科
の
改
編
に

と
も
な
い
、
青
梅
市
に
あ

っ
た
学
科
は
日
野
市
へ
移

転
に
な
り
、２
０
１
５
年
、

青
梅
キ
ャ
ン
パ
ス
は
閉
鎖

と
な
っ
た
。

　

青
梅
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建

物
は
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。

延
べ
床
面
積
が
３
０
０
０

平
方
㍍
か
ら
６
０
０
０
平

方
㍍
程
度
の
校
舎
な
ど
が

５
棟
、
柔
剣
道
場
な
ど
を

含
む
体
育
館
、
そ
の
他
施

設
で
建
物
の
総
床
面
積
は

約
３
万
９
０
０
０
平
方

㍍
。
野
球
場
１
面
、
総
合

運
動
場
１
面
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
６
面
が
あ
り
、
長
渕

２
・
５
・
９
丁
目
に
ま
た
が

る
広
大
な
山
林
を
含
ん
だ

総
面
積
は
約
80
㌶
と
広
大

だ
。
跡
地
利
用
は
紆
余
曲

折
を
経
て
、
青
梅
市
と
の

間
で
活
用
法
が
定
ま
ら
な

い
ま
ま
売
却
話
が
進
ん
で

い
た
。

　

こ

う

し

た

中
、

２
０
２
４
年
４
月
、
能
登

半
島
地
震
で
被
害
を
受
け

た
日
本
航
空
学
園
が
一
時

移
転
し
た
。
全
日
制
高
等

学
校
の
日
本
航
空
石
川
、

併
設
校
で
あ
る
日
本
航
空

大
学
校
と
の
高
大
一
貫
教

育
に
よ
り
、航
空
業
界（
パ

イ
ロ
ッ
ト
、
キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
、
航
空
整
備

士
、
航
空
機
設
計
）
に
つ

い
て
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
学
校
だ
。

　

■

　

コ
ミ
ュ
ー
タ
空
港
建
設

の
夢
が
語
ら
れ
た
場
所
に

航
空
業
界
に
飛
び
立
つ
若

人
を
育
成
す
る
学
校
が
存

在
す
る
。
２
つ
を
結
ぶ
縁

が
あ
る
な
ら
、
青
梅
に
空

港
建
設
の
構
想
を
現
実
の

も
の
と
し
て
論
議
し
て
は

ど
う
か
。

　

望
月
さ
ん
は
「
横
田
基

地
に
設
け
ら
れ
た
横
田
進

入
管
制
区
の
関
係
や
様
々

な
法
的
な
課
題
も
多
く
、

実
現
は
簡
単
で
は
な
い
。

繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
ま

ち
づ
く
り
に
は
夢
、
理
想

が
必
要
だ
と
思
う
。
横
田

基
地
の
民
間
利
用
を
含
め

政
、
官
、
民
一
体
で
取
り

組
め
た
ら
素
晴
ら
し
い
」

と
話
し
た
。

◆
「
時
事
・
プ
レ
イ
バ
ッ

ク
」
は
あ
の
時
の
ニ
ュ
ー

ス
を
今
に
つ
な
げ
、
未
来

を
思
考
し
ま
す
。

青梅のコミュータ空港　
横田基地の軍民共用

時事・プレイバック

旧明星大学青梅キャンパス図


